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◎総　説

好塩基球の運動能とヒスタミン遊離
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要旨：各種刺激物質添加時の好塩基球の形態的変化一運動充進と膨化，脱穎粒一と化学伝達物

質遊離との関連を中心に若干の知見をのべた。まず，抗原刺激時には，（1）運動充進をきたし，

洋梨状を示す好塩基球と膨化，脱穎粒を示す好塩基球の2種類が観察されること，②アトピー

型喘息の好塩基球は健康人と比べて全般的に運動が抑制されていること，③運動充進の状態と

しては，random　movementとoriented　movementがあり，抗原に対応した特徴的な運動元進

はoriented　movementであること，（4＞運動充進と膨化，脱顎粒は，連続した一連のものではな

く，それぞれ独立した過程を持っていること，などが観察されている。また，刺激物質の種類

によって，好塩基球の形態的変化や化学伝達物質遊離の状態が異なることについても報告した。

索引用語：好塩基球，抗原，運動充進，脱穎粒，ヒスタミン遊離

Key　words　：　Basophils，　Antigen，　lncreased　motility，　Degranulation，

　　　　　　Histamine　release

はじめに

　肥満細胞および好塩基球は，IgE抗体の標的細

胞であり，抗原，抗ヒトlgE，その他の刺激物

質により脱頼粒現象と同時にヒスタミンなどの化

学伝達物質を遊離1～5）することにより，即時型ア

レルギー反応に関与すると考えられている。そし

て，この点に関しては，両細胞は極めて類似して

いると言える。しかし，組織中に存在するマスト

細胞とは異なり，好塩基球は血液細胞の1つであ

り，その機能を果たすためには，アレルギー反応

局所へと遊走していく必要がある。すなわち，肥

満細胞がアレルギー反応の生じている組織でただ

ちに機能し得るのに対して，好塩基球は末梢血液

中から反応の場である組織まで遊走して行って6・η

はじめてその機能を発揮することになる。アレル

ギー反応に関する両細胞の機能は，この遊走能に

差があることに注目しながら検討されなければな

らない。

　本論文では，好塩基球の遊走能（運動能）に焦

点を当てながら，各種刺激物質に対する好塩基球

の反応性について，若干の検討を加える。

好塩基球の基本的形態変化

　そこで，まず，抗原刺激の際，好塩基球がどの

ような形態的変化を示しながら化学伝達物質を遊

離するかについて，若干の検討を加える。末梢血

好塩基球を抗原で刺激すると，大きく分けて，2

つの形態的変化が観察される。1つは，運動充進

をきたし，洋梨状を示す，Aform好塩基球で，

他の1つは，膨化状を示すBfrom好塩基球であ

る。そして，Aform好塩基球は，さらに，　random

movementを示すA　1型，　oriented　movementを示す

A2型，および旗状突起を出すA3型好塩基球に，ま
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たBformも同様に，その膨化の状態により，B1
型，B2型，　B3型に分けることができる8’9）

（図1）。
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図1　抗原刺激時の好塩基球の形態的変化
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　これらの変化のうち，Aformは運動充進示す

好塩基球と考えられる。そして，化学伝達物質遊

離は，通常は好塩基球がBfromを呈した時に観

察される。

好塩基球の運動能

　前述のごとく，好塩基球の運動能としては，ran－

dom　movementとoriented　movementの2種類が観
察される8～1％これらのmovementを示す好塩基球

の出現頻度を，ハウスダストが原因抗原であるア

トピー型気管支喘息症例と健康人で比較してみる

と，まずrandom　movementを示す好塩基球の出現

頻度は，抗原（ハウスダスト）添加とは関係なく，

全般的に気管支喘息症例に比べ，健康人でむしろ

より高い傾向が見られた。また同時に，喘息症例

では，抗原添加によりrandom　movementを示す好

塩基球が多少増加する傾向が示されたが，その増

加はかなり低いものであった。すなわち，抗原添

加前の状態では，random　movementを示す好塩基

球の出現頻度には両群間に明らかな差が見られ，

アトピー型気管支喘息症例の好塩基球は，健康人

に比べ運動能がやや抑制された状態にある可能性

が示唆される（図2）。

　一方，oriented　movementを示す好塩基球は，

健常人では，抗原添加前後で観察されたものの，

極めて少数であった。気管支喘息症例では抗原添

加前にはまったく観察されず，添加後にのみ観察

された。このことは，好塩基球のoriented　move－

mentは，抗原刺激による特徴的な運動三二状態で

あることを示唆しているものと考えられる（図3）。
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図2　気管支喘息症例および健康人におけるA1
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気管支喘息症例および健康人におけるA2型

好塩基球（oriented　movement）の出現頻度

運動充進と脱穎粒現象

　以上のごとく，好塩基球は抗原刺激に際して，

運動二進を示す。そして，一般的には，その後，

膨化，二六粒現象をひき起こすと考えられている。

しかし，アレルギー反応の場で好塩基球が機能す
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るためには，まず運動克進により反応局所まで遊

走していく必要があり，脱版面とともに化学伝達

物質を遊離するとしても，それはまた別の時点に

おける反応形式であるとも考えられる。すなわち，

生体におけるアレルギー反応と好塩基球の変動と
　　　　　　　　11）
　　　　　　　　，運動充進と面面粒との間にを観察していると

は何らかの垣根があるはずであり，必ずしも連続

した一連の反応系であるとは考えがたい。このこ

とからは，運動量進をひき起こす刺激と脱出粒を

起こす刺激とでは，質的あるいは量的，むしろ量

的な差が存在することが示唆される。

　そこで，抗原添加後15分間の微分干渉顕微鏡下

での生体観察で，脱顯粒を起こした好塩基球と起

こさなかった好塩基球の2つのグループに分けて，

それぞれのグループにおける好塩基球の形態変化

を経時的に観察してみた。

　まず，抗原添加により脱頼粒を起こさなかった

好塩基球の，形態的変化を経時的に観察してみる

と，抗原添加0～3分目り12～15分へかけて

oriented　movementを示すA2型好塩基球の出現

頻度の増加傾向が観察された（図4）。

～6分をピークに出現してくることが明らかにさ

れた。このことは，運動元進と膨化，脱出粒が，

1つの好塩基球で連続して起こるのではなく，個

別の現象であることを示唆しているものと考えら

れる（図5）。
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図5　ハウスダスト抗原添加により脱頼粒を示し

　　　た好塩基球の運動形態の経時的変化。

　　　（巫］）：random　movement，

　　　（■■咀）：oriented　movement，

　　　（　［＝］　）　：pre－swollen　type
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図4　ハウスダスト抗原添加により脱頼粒を示さ

　　　ない好塩基球の運動形態の経時的変化。

　　　（［巫コ）：random　movement，

　　　（圏）：oriented　movement

　一方，添加15分間の観察で脱毒焔を示した好塩

基球では，経過中にoriented　movementを示す好

塩基球はほとんど観察されず，random　movementを

示すA1型と膨化型を示すB　1型好塩基球が，3

　以上をまとめてみると，抗原刺激の際の好塩基

球の対応には2種類あり，第1は，運動並進を示

すもの，第2は，膨化，脱画面を示すものである。

なお，この際のヒスタミン遊離は，脱穎粒と関連

して観察された。

各種刺激物質による形態的変化の差

　好塩基球の形態的変化や化学伝達物質遊離機序

は，刺激物質の種類によって異なると考えられて

いる。そこで，抗原，抗ヒトlgE，　Ca　ionophore

A23187などの刺激の際に，好塩基球がどのよう

な形態的変化を示しながら化学伝達物質を遊離す

るかについて，検討を加えた。なお，ここでは，

好塩基球の形態的変化とヒスタミン遊離との関連

を同時に検討した。そのため，刺激物質添加時の

好塩基球の形態的変化を運動充進（洋梨型）と膨

化型の2つに絞り，好塩基球の平均直径と長径／

短径比を塗抹標本上で測定し，その値の経時的変

化を観察した。すなわち，平均直径が大きくなる
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場合は，膨化型好塩基球が増加したことを，また，

長径／短径比が増大する場合は，運動二進を示す

好塩基球が増加したことを示している。

　まず，抗原添加後の好塩基球数の変化とヒスタ

ミン遊離との関連を観察してみると，好塩基球数

が減少するにつれて，ヒスタミン遊離量は増大傾

向を示すことが明らかにされた（図6）。

好塩基球は出現せず，膨化状の好塩基球のみ出現

することが示唆された（図7）。
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図6　抗原添加後の好塩基球数とヒスタミン遊離

　　　の経時的変化（。……・）：好塩基球数，

　　　（Pt）：ヒスタミン遊離

　次に，平均直径，長径／短径比の経時的推移に

ついて，各種刺激物質問で比較してみると，まず，

抗ヒトlgE刺激では，添加後の時間の経過とと

もに平均直径の増大傾向，また長径／短径比の添

加12分までの増大傾向が示された。抗原刺激時の，

平均直径および長径／短径比の経時的変化も同様

の傾向であったが，抗原刺激の場合には，抗ヒト

IgE刺激時に比べ，その変化はより早期に，そ

してより強く出現する傾向が見られた。

　一方，Ca　ionophore　A23187刺激では，平均

直径は添加後急速に増加する傾向が見られたもの

の，長径／短径比には経時的変化がまったく観察

されないことが，特徴的であった。このことから，

Ca　ionophore刺激では，運動二進による洋梨型

図7　各種刺激物質添加時の好塩基球の平均直径

　　　と長径／短径比の経時的変化。

　　　（■一一一一）：ハウスダスト，（一一一一→）1抗ヒ

　　　トIgE，（一一噂）　：Ca　ionophore

　すなわち，平均直径はCa　ionophore　A23187刺

激時に最も増大傾向が強く，また，長径／短径比

は抗原刺激時に最も増大傾向が強いことが示され

た。そして，この形態的変化の差は，この2つの

刺激物質の化学伝達物質の遊離機序が異なること

と関連しているものと考えられる。

刺激抗原とヒスタミン遊離

　さて，好塩基球の反応性をヒスタミン遊離で観

察する場合にも，刺激物質の種類によって明らか

な差が観察できる。

　一般的には，抗原刺激による好塩基球からのヒ

スタミン遊離は，血清特異的lgE抗体価と関連

しており，抗体価が高くなるにつれてヒスタミン
遊離は増加傾向を示す4’5）。最も普遍的な抗原で

あるハウスダストとカンジダを使って，好塩基球

からのヒスタミン遊離を観察すると，いずれの抗

原刺激においても，抗体価と相関が観察される。
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しかし，同じ好塩基球を使って，抗ヒトlgEと

抗原刺激によるヒスタミン遊離とを比較してみる

と，ハウスダストの場合には抗ヒトlgEとほぼ

同程度の反応性を示すが，カンジダの場合には，

抗ヒトlgEに対する反応性とは異なる反応性を

示す。すなわち，抗原の種類によって，好塩基球

の反応性が異なることが示唆される12）。
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図8　気管支喘息症例におけるハウスダスト（H），

　　　抗ヒトlgE（E）およびカンジダ（C）

　　　刺激による好塩基球からのヒスタミン遊離

　そこで，同様に同じ好塩基球を使って，ハウス

ダスト，抗ヒトlgE，カンジダの3種の刺激物

質に対する好塩基球の反応性をヒスタミン遊離で

観察して見ると，まず年齢別の検討では，若年者

ではハウスダストと抗ヒトlgEに，また高齢者

ではカンジダに対して反応性が強い傾向が見られ

た（図8）。また，発症年齢での検討でも，20歳

以下の発症では，ハウスダストと抗ヒトIgEに，

41歳以後の発症ではカンジダに対して反応性が強

い傾向が見られ，好塩基球の反応性が年齢や発症

年齢によってもある程度影響されることが示唆さ

れた。

おわりに

　刺激物質に対する好塩基球の形態的変化には，

運動充進と膨化，脱却粒の2種類があり，それぞ

れ独立した反応であること，そして，この形態的

変化やヒスタミン遊離は刺激物質により異なるこ

と，などを中心に検討を加えた。

（本論文の要旨は，第40回日本アレルギー学会総

会，パネルディスカッション“マスト細胞／好塩

基球：最近の話題”において発表した）
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lergen, anti-IgE and Ca ionophore A 23187 .

1. Increase in motility and degranulation of

basophilic granulocytes were observed after

the stimulation with antigen and anti-IgE.

The incidence of basophils with oriented

movement was siguificantly increased at 3­

6 min and reached the peak at 12-15 min

after addition of antigen. 2. A decreased

number of basophils, increased cell diameter

and increased ratio of the short to long

axis diameters were observed with a signif­

icant amount of histamine release after

antigen and anti-IgE stimulation. 3. Com­

pared to cell reactions to antigen and anti­

IgE, Ca ionophore A 23187 stimulation

showed more decreased motility and greater

increase in the diameter of the cells.


